
イエとうたのねじれ
短歌をもとにした建築設計手法論の展開

  二足の草鞋を履く準備として　建築と短歌
   研究背景・目的

  これまでの設計提案における建築と短歌の関係
 ２年間の設計提案の変遷

建築設計において、設計者は短歌から建築が設計できるの
ではないか。本研究及び提案は、私自身が設計者であり歌
人である前提に立ち、仮説検証を行った記録である。

　短歌を構築物として立ち上げることを試みた筆者の卒業
設計を通じ、短歌を建築設計時に用いることの建築設計手
法としての可能性について研究する余地があると考えた。
短歌とは、五・七・五・七・七の三十一音の言葉のリズム
を基準とした短い叙情詩の事であり、日本最古の和歌集『万
葉集』の存在から、奈良時代には既に短歌は詠まれていた
と考えられる。書肆侃侃房の「新鋭短歌シリーズ」（2013
年）や SNS サービス X（旧 Twitter）による短歌の投稿
によって、近年より短歌（特に現代短歌）は若者を中心に
関心が寄せられる媒体になりつつある。フランスの科学哲
学者・文学批評家のガストン・バシュラールは、科学的認
識の獲得のために、前科学的な思考との断絶を求めた「認
識論的切断」で知られている。のちには詩的想像力の領域
に論を広げ、イメージや夢想の世界を考察した。『空間の
詩学』では、詩的イメージの根源の価値を明らかにするた
めに、詩的イメージとイメージを創造する意識の行為を結
合する、新たなる想像力の現象学を提唱した。

　建築と短歌は全く異なる媒体であるが、どちらも生きた
時代を否応なしに反映してしまう表現媒体であることには
変わりない。短歌というメディアを建築設計時に用いる可
能性について考えることは、筆者の、引いては建築設計者
の新たな設計の手立てを提唱することに繋がる。また昨今
の「分かりやすさ」を求められる社会状況に対し、建築家
も無意識的に傾倒し多様な感受を二の次と見なしている可
能性は拭えない。

　筆者は建築設計を学びながら、歌人として６年ほど活動
している。短歌と建築設計の両者を捉えながら、より豊か
な制作・設計に向き合える設計手法を提案し実践すること
で、双方のまだ見ぬ可能性について提言したい。本設計手
法を用いた設計提案によって個々の施主に則した「分かり
やすさ」を超えた提案が可能となることを４プロジェクト
を通じ検証することを本研究の目的とする。

箱根町役場（1954）中村登一 桂離宮松琴亭
https://mirutake.sakura.ne.jp/2021/taut003/taut003.htm 惣田紗希「山風と記憶を辿る線」2018年『私と建築・短歌』中村登一 奈良県春日大社植物園

中村登一・堀口捨己の 2 人の短歌を詠った建築家の言説から
は、短歌の建築設計に対する影響は伺えるも、自身の建築設
計において直接的な因果関係は明示することができないこと
が分かった。また短歌をその場に示すことで空間や展示との
関係を示した各事例では、短歌を体験する糸口としての空間、
空間をより理解するための短歌の掲示、など A のための B と
いう主従関係が前提として受け取れる事例があった。これを
踏まえ、建築家兼歌人の建築と短歌を同じ地平で眺めたスタ
ンスでの設計提案を試みることとする。
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愛媛県　大堀静星一九六九

大島の古仁屋の空の星見つつ吾が衛兵に立ちし日思ほゆ
こ に や

東京都　木山ミサヲ花一九七〇

きりん草よつばひよどり咲きみちて釧路湿原に鶴なきわたる

愛知県　野々山玉枝春山一九四八

あたらしき光となれる春の山杣のひびきは朝よりやまず
そ ま

愛媛県　松岡多喜男早春一九五六

早春の光みなぎる野にいでて芽ぶきし桑のわら解きはなつ

北海道　佐藤清魚一九六七

氷下魚こまい釣る小屋は灯りて氷鳴る根室の港まだ明けきらず

石川県　清水勝義山一九七二

立山は海の遙かに夕暮れて音ともなはぬ稲妻しげし

ブラジル国サンパウロ州　山本博鳥一九六五

切株にのぼりて夕餉呼ぶ子等の頭上を鳥の啼き渡りゆく

東京都　五島茂朝空　あしたのそら一九五一

あらしだつ空に揺れゐる朝の枝冬きはまりて春ならむとす

アメリカ合衆国カリフォルニア州　井上通政林一九五四

異国ことくにの林かなしも落葉ふめばかすかにきこゆふるさとの音

三重県　森豊藪家一九七一

ふる里の家にめざめてしづかなり四方の桑畑ひとの声して

愛知県　高橋喜美子土一九六二

土つけて運びこまれし原毛をよりわけゐつつ過ぎぬ少女期

和歌山県　知久一若草一九五〇

母子寮の庭の若草萌えそめて春は来にけりその母と子に

アメリカ合衆国ワシントン州　三原源治雲一九五八

八雲立つ出雲を出でて五十年レニアの雲の湧くわれの胸

静岡県　柴山重一船出一九五三

いくさの日宇品港を船出せしむかし思へば夢の如しも

栃木県　堀田慎之川一九六八

伏流の虹川川原に水湧きて流るる音す夕立のあと

和歌山県　野崎義彦あけぼの一九四七

山のはの一つ一つにあたらしきひかり動きて夜はあけむとす

窓一九五九

わが窓の小さき張出しに干す梅が夫とゐる日曜を一日匂ふ

アメリカ合衆国カリフォルニア州　田名ともゑ朝雪　あしたのゆき一九四九

ふるさとの朝つむ雪のすがしさを加州にととせこひてやまずも

岡山県　金谷威税秀声一九六六

吾子の声受話器にはずみ転属は帯広の隊と告げて来にけり
あ こ こ

島根県　石川壽保ともしび一九五七

限りなく麦の青穂のそよぐ径灯に照らしつつペダル踏みゆく

泉一九五五

栗の実の風に落ちくる山奥の径をし行けば湧く泉あり

群馬県　高橋三郎紙一九六四

ひとはみなねむりし夜はを舞台裏にバックつくると紙貼るわれら

新潟県　内山遼太人二〇一六

日焼けした背中の色がさめる頃友達四人の距離変化する

埼玉県　渕野里子草二〇〇一

定年の朝もつとも華やげと草染めのシャツ夫に縫ひをり

徳島県　金川允子月二〇〇七

台風に倒れし稲架を組みなほし稲束を掛く月のあかりに
は さ

山口県　岡本義明葉二〇一一

草の葉の切れ端のこるシャワー室妻は夏日の草を刈りしか

東京都　西出和代野二〇一七

父が十野菜の名前言へるまで医師はカルテを書く手とめたり

鹿児島県　福満薫笑み二〇〇六

おほどかに笑みこぼしゐる田ノ神を水にうつして田植ゑ始まる

岡山県　藤原廣之幸二〇〇四

鳥語木語さきはふ村の朝山に鉈研ぐ杉はいま伸びざかり

福岡県　瀬戸口真澄光二〇十九

ぎりぎりに光落とせる会場にボストン帰りの春信を観る

山梨県　小宮山碧生友二〇二三

友の呼ぶ僕のあだ名は悪くない他のやつには呼ばせないけど

福島県　森源子歩み二〇〇五

立ちもせず歩きもしない吾が足を物の如くに引き寄せるなり

東京都　石井豊彦実二〇二一

今日からは臨床実習の冬の朝少し足早に聖橋渡る

島根県　渡部義英青一九九九

空と海青き彼方は大夕焼四十四年の我が最終航

大阪府　山地あい子岸二〇一二

しほとんぼ追うて岸辺をかける子らつういつういと空はさびしい

窓二〇二二

べランダに鯉幟ゆれる窓を指し君は津波の高さ教へる

東京都　亀岡純一生二〇〇九

「麦の種子蒔き終へたり」と日記書く今日を生きたる今日の一行
た ね ま

アメリカ合衆国カリフォルニア州　小池美代子光二〇一〇

六月の薄れ日光るコロンビア河大洋に入る前のしづけさ

神奈川県　古川文良本二〇十五

雉さんのあたりで遠のく母の声いつも渡れぬ鬼のすむ島

埼玉県　若谷政夫立二〇十三

ほの白く慈姑の花の匂ふ朝明日刈る稻の畦に立ちを
く わ ゐ

東京都　工藤政尚春二〇〇二

噴気たち泥流島をおほふとも海青ければ春の待たるる

神奈川県　三玉一郎語二〇十八

語らひに時々まじる雨の音ランプの宿のランプが消えて

鹿児島県　碕山作一桜一九八〇

盲ひゆくわれの眼にこの春の終りの桜おぼろに白し
まなこ

愛知県　小島貞夫風一九九二

伸びやかにからだ撓はせ少年の放ちし槍は風に乗りた

群馬県　椿巻乃子ども一九七三

氷結の湖が反す逆光に子らみな影となりてすべれる

埼玉県　四元仰海一九七七

帰りこし海辺はさびし暑き日の日差しけむりて火山灰降る

福岡県　大津留敬姿一九九七

あかときのひかりのなかに髪を梳く白寿の母の姿しづけし

大阪府　永井千代歌一九九五

船うたも絶えたる茅淳の海中に島生れていま一番機たつ
ち ぬ わた あ

鳥取県　大谷照子木一九八七

幾十年かけて育てし杉の木を伐り給ふなり嫁ぐわがため

香川県　藤堂ハルエ道一九九八

産道を出でしみどり児かき抱き産湯つかはす真夜の勤務に

東京都　森平歌子旅一九八五

秩父より徒歩の旅して横浜に洋灯仕入れし祖父の代思ふ
ラ ン プ

岐阜県　中島力雄緑一九八四

新緑の櫟林の峠越え飛騨四十日の検診はじむ

福井県　安藤敏雄朝一九七四

あたらしき翅光らせて蜂の子は颱風きざす朝を発ち行く

新潟県　堀孝子森一九九一

常臥しのマット干さむと麻痺の児らをアカシヤの森の蔭に遊ばす
とこ

岐阜県　島戸德雄音一九八一

錨巻く音ひびきくる船底に機関始動のベル待つ吾は

福岡県　新藤重夫水一九八六

クレーンより届く飲み水手にしつつ高所作業に汗流す今日も

青森県　福士重治苗一九九六

青紫蘇の匂へる苗を盲ひわが指にて尺を取りながら植う

三重県　三輪タマオ島一九八三

つきかげ

富山県　田中譲車一九八八

船尾より積まるる輸出車つぎつぎに光りて埠頭も海も明るし

静岡県　桑高房治丘一九七九

甘橿の丘になほ立つ人影の見えて明日香のながき黄昏
あまかし

長野県　古川みさを晴一九九〇

永年勤続表彰受けて晴れがましフライパン洗ひて十五年経つ

三重県　中田宣子母一九七八

おもむろに麻酔さめゆくわが耳に産声徹りて母となりたり

静岡県　山田保弘波一九九四

直立の稲穂は風に波うちて冷夏の雨が南から又も

岩手県　千葉英雄空一九九三

人々の顔かがやきて竿灯の撓ふ夜空は火の匂ひする

東京都　渡辺法子橋一九八二

今日も又父の彫りたる獅子麒麟左右に見つつ日本橋渡る

レバノン共和国　渡部毅坂一九七六

テヘランは坂の町なりその坂の並木に沿ひて水ひたはしる

群馬県　佐藤久子祭り一九七五

家毎に橋わたる村夕づきて明日のかぐらの灯籠ともる

佐賀県　中尾裕彰時二〇〇〇

新潟県　外川春夫若一九六一

一団になりて晩稲を刈り急ぐ若きは紅き襷を掛けて

奈良県　吉川安太郎光一九六〇

寄りなれし机のひかりさすりつつ永き勤めに別れきにけり

三重県　西山時雨草原一九六三

夜をこめてすきたる海苔を霜光る草原踏みて干し並べゆく

新潟県　丸山一町二〇〇三

わが街の大河にかかる新しき橋に新しき年の雪降る

愛媛県　岡田まみ火二〇〇八

高窓に赤くつめたき火星きてローマ史最終巻をひもとく

東京都　中島梨那静二〇十四

二人分焼いてしまつた食パンと静かな朝の濃いコロンビア

東京都　保立牧子望二〇二〇

創薬の望みを託す天空の「きぼう」の軌道に国境はなき
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へや

各短歌について何を意図し、何を感じながら短歌を詠ったか。建築の具体的な空間に設計図を起こして行く際の思考の一端を以下に示す。各短歌から、平面図
または断面図にへとノーテーションすることにより、除外される奥行きを、体験を通して保持できるように、また他設計物との関係を意識し再編・調律を行った。
本計画では、親子 3 人家族のための住処を想定している。

わたしたちはまだ知らないねえ　きみの確かな重み　明日の天気 たんぽぽの綿毛をゆすって落とす子と　今は忘れて一緒に落とす 明日の給食やきもちだって　せんせい確かそう言ってたし お母さんって子どもだったのなんか変　え、大人じゃないお父さんだよ 今なんと言ってたかしら七秒間　目を瞑れない明日が来るから

知らない将来への予感。それは私だけのものでなく、
知らない、知り得ないことにまつわる心の動きを。
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家は歌をまとっている。生活は、歌が生まれる舞台。歌で生活は彩られ、
豊かになる。同時に生活の中から歌が育まれる。歌から家を設計し、生活
の輪郭を形作る。歌と生活で、家の輪郭が浮かび上がる。通常の設計プロ
セスに加え、敷地のスケッチをするように敷地から短歌を詠む。敷地周縁
の環境に加え、施主の将来、家での日常、小さな心の機微の生まれる期待、
その敷地で繰り広げられるであろう家と人のドラマを想像し、詠む。

コンセプト①：家と生活の連関にある短歌

1. 選定敷地にて短歌を詠う本計画では 5 首を採用した
2. 詠った短歌をもとに短歌と建築計画を往復しながら
   5 つの住宅機能を持つ小空間の設計を行う
3. 再解釈をもとに 1/50 模型を作成する
4. 周辺模型を作成、また大まかに建物配置を決定し、
   再び敷地の周辺状況を照合し、各空間を環境へ調律する
5. 再度 1/50 模型を作成し最終確認を行う

設計手法：短歌をきっかけに設計する

私はこれまで５年間、建築設計の勉強をする側ら、短歌を詠んできました。
短歌は、五・七・五・七・七の三十一音の言葉のリズムを基準とした短い叙情
詩を指します。短歌の特有の形式を基準とした、自由な言葉の連なり、その厳選
された言葉の響きあいと多様なレトリック、時代性、情緒性、多様な解釈の可能
性は、建築設計のそれとアナロジカルに結びつく観点が多く、建築と短歌の両方
に取り組むことで、双方の表現がより豊かになるのではないかと考えています

敷地に立ち詠ったイマジナリーな短歌をもとに短歌を建築空間へと昇華さ
せたとき、ステレオタイプな建築言語は風に飛ばされ川に流されて見えな
くなっていた。敷地に落ちる希望の言葉はうねり、壁となり、屋根となり、
家を力強く支えるだろう。建築への漠然としたイメージと短歌だけが残さ
れたとき、短歌の意味、住まいのかたちが同時にリズムとして浮かび上が
る。それは家となり、新しい建築の生まれる瞬間となるだろう。

コンセプト②：短歌によって新たな家のリズムを探る

敷地を調査し、図面を描くという通常の設計過程の間に敷地からイメージ
をドライブさせた短歌の解釈を挟むことで、ある種の周辺環境・機能に対
するエラーを含んだ小空間が設計される。これを基に、実際の環境に対し
て再度空間の調律を行うことで、通常の設計プロセスからは生まれ得ない
特異な形態が現れる。これは短歌の持つ解釈の余地を多分に含む言葉その
ものの顕在であり、3 次元の空間に短歌の次元を加味した設計である。

本計画の特徴：設計プロセス

群馬県前橋市、敷地南西は雑木林の先の崖下に利根川
を抱える住宅地の角地を計画敷地とした。敷地南には、
施主の両親宅があり、北・東面は接道している。前橋
市が近年区画整備を進める中で、早急な道路整備を必
要としていない、古く閑静な住宅街の一角。周囲は 2
階～3 階建てのアパートが囲む。

計画敷地：群馬県前橋市　利根川を抱える住宅地
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a-a’ 断面図　S=1/150

各小空間と生活のイメージ
分散配置によって生まれた間も建築・家の一部となる

設計：短歌から建築へ

スタディ過程：
短歌を立面から考えるか、平面から考えるかを見定め、立ち上げていく

1F 平面図　S=1/150 2F 平面図　S=1/150

家は歌の姿たりうるか

スタディ過程：
1/50 模型で配置検討を重ねた。配置の検討の中で
各空間の取り合い、周辺環境との関係を踏まえながら修正を
繰り返した。手前 roomB は、スタディの過程で奥行き 600mm の
出窓を設けた。出窓により、通りから室の奥へ視線が通るようになった。

生活にまつわる環境の変化を子はずっとよく見ている。
それぞれの今を、過ごす日々に、忘れる　が介入する。

日々のエラーと変化を感じ
る時が家には必要だと思う。
エラーは新鮮さ、また知ら
ない日々に向き合うこと。
それは生きることである。

通常では起こり得ない言葉の連なりは、私たちのまだ知らな
い感情を揺り動かす。現実とイメージの認識のズレが光る。

知らないことは少し怖い。日々に慣れてしまうと心
が軋み始める。新しい日々を迎える部屋の存在。

親の家

にわ

にわ

各短歌に対応した空間の平面図・断面図の原案　S=1/150

設計提案 建築と短歌の関係図式

短歌 建築

各媒体表現の拡大

建築空間での体験を記述

経験の言い換えの
不可能性をもとに設計

短歌と建築を往復する
新たな表現のムーブメントの発生

設計提案

建築と短歌を往復するムーブメント　

2022 年　卒業設計　建築を詠む

2023 年　五三会設計競技「家とは何か」
いつもの明日　家は詠う

2024 年　ポラスコンペ「個が際立つシェアのまち」
カーテンは生活を詠う

設計者

言葉の連なりを空間と対峙させ昇華する

住民

短歌 建築

各媒体が生活の中で同時に存在する

生活の動きが他者との関係の中にある
日々の生活の変移の言語化

設計提案後術的に短歌を詠み
カーテンの扱いが言語化される

卒業設計　建築を詠む
（2022）

愛媛県　大堀静星一九六九

大島の古仁屋の空の星見つつ吾が衛兵に立ちし日思ほゆ
こ に や

東京都　木山ミサヲ花一九七〇

きりん草よつばひよどり咲きみちて釧路湿原に鶴なきわたる

愛知県　野々山玉枝春山一九四八

あたらしき光となれる春の山杣のひびきは朝よりやまず
そ ま

愛媛県　松岡多喜男早春一九五六

早春の光みなぎる野にいでて芽ぶきし桑のわら解きはなつ

北海道　佐藤清魚一九六七

氷下魚こまい釣る小屋は灯りて氷鳴る根室の港まだ明けきらず

石川県　清水勝義山一九七二

立山は海の遙かに夕暮れて音ともなはぬ稲妻しげし

ブラジル国サンパウロ州　山本博鳥一九六五

切株にのぼりて夕餉呼ぶ子等の頭上を鳥の啼き渡りゆく

東京都　五島茂朝空　あしたのそら一九五一

あらしだつ空に揺れゐる朝の枝冬きはまりて春ならむとす

アメリカ合衆国カリフォルニア州　井上通政林一九五四

異国ことくにの林かなしも落葉ふめばかすかにきこゆふるさとの音

三重県　森豊藪家一九七一

ふる里の家にめざめてしづかなり四方の桑畑ひとの声して

愛知県　高橋喜美子土一九六二

土つけて運びこまれし原毛をよりわけゐつつ過ぎぬ少女期

和歌山県　知久一若草一九五〇

母子寮の庭の若草萌えそめて春は来にけりその母と子に

アメリカ合衆国ワシントン州　三原源治雲一九五八

八雲立つ出雲を出でて五十年レニアの雲の湧くわれの胸

静岡県　柴山重一船出一九五三

いくさの日宇品港を船出せしむかし思へば夢の如しも

栃木県　堀田慎之川一九六八

伏流の虹川川原に水湧きて流るる音す夕立のあと

和歌山県　野崎義彦あけぼの一九四七

山のはの一つ一つにあたらしきひかり動きて夜はあけむとす

窓一九五九

わが窓の小さき張出しに干す梅が夫とゐる日曜を一日匂ふ

アメリカ合衆国カリフォルニア州　田名ともゑ朝雪　あしたのゆき一九四九

ふるさとの朝つむ雪のすがしさを加州にととせこひてやまずも

岡山県　金谷威税秀声一九六六

吾子の声受話器にはずみ転属は帯広の隊と告げて来にけり
あ こ こ

島根県　石川壽保ともしび一九五七

限りなく麦の青穂のそよぐ径灯に照らしつつペダル踏みゆく

泉一九五五

栗の実の風に落ちくる山奥の径をし行けば湧く泉あり

群馬県　高橋三郎紙一九六四

ひとはみなねむりし夜はを舞台裏にバックつくると紙貼るわれら

新潟県　内山遼太人二〇一六

日焼けした背中の色がさめる頃友達四人の距離変化する

埼玉県　渕野里子草二〇〇一

定年の朝もつとも華やげと草染めのシャツ夫に縫ひをり

徳島県　金川允子月二〇〇七

台風に倒れし稲架を組みなほし稲束を掛く月のあかりに
は さ

山口県　岡本義明葉二〇一一

草の葉の切れ端のこるシャワー室妻は夏日の草を刈りしか

東京都　西出和代野二〇一七

父が十野菜の名前言へるまで医師はカルテを書く手とめたり

鹿児島県　福満薫笑み二〇〇六

おほどかに笑みこぼしゐる田ノ神を水にうつして田植ゑ始まる

岡山県　藤原廣之幸二〇〇四

鳥語木語さきはふ村の朝山に鉈研ぐ杉はいま伸びざかり

福岡県　瀬戸口真澄光二〇十九

ぎりぎりに光落とせる会場にボストン帰りの春信を観る

山梨県　小宮山碧生友二〇二三

友の呼ぶ僕のあだ名は悪くない他のやつには呼ばせないけど

福島県　森源子歩み二〇〇五

立ちもせず歩きもしない吾が足を物の如くに引き寄せるなり

東京都　石井豊彦実二〇二一

今日からは臨床実習の冬の朝少し足早に聖橋渡る

島根県　渡部義英青一九九九

空と海青き彼方は大夕焼四十四年の我が最終航

大阪府　山地あい子岸二〇一二

しほとんぼ追うて岸辺をかける子らつういつういと空はさびしい

窓二〇二二

べランダに鯉幟ゆれる窓を指し君は津波の高さ教へる

東京都　亀岡純一生二〇〇九

「麦の種子蒔き終へたり」と日記書く今日を生きたる今日の一行
た ね ま

アメリカ合衆国カリフォルニア州　小池美代子光二〇一〇

六月の薄れ日光るコロンビア河大洋に入る前のしづけさ

神奈川県　古川文良本二〇十五

雉さんのあたりで遠のく母の声いつも渡れぬ鬼のすむ島

埼玉県　若谷政夫立二〇十三

ほの白く慈姑の花の匂ふ朝明日刈る稻の畦に立ちを
く わ ゐ

東京都　工藤政尚春二〇〇二

噴気たち泥流島をおほふとも海青ければ春の待たるる

神奈川県　三玉一郎語二〇十八

語らひに時々まじる雨の音ランプの宿のランプが消えて

鹿児島県　碕山作一桜一九八〇

盲ひゆくわれの眼にこの春の終りの桜おぼろに白し
まなこ

愛知県　小島貞夫風一九九二

伸びやかにからだ撓はせ少年の放ちし槍は風に乗りた

群馬県　椿巻乃子ども一九七三

氷結の湖が反す逆光に子らみな影となりてすべれる

埼玉県　四元仰海一九七七

帰りこし海辺はさびし暑き日の日差しけむりて火山灰降る

福岡県　大津留敬姿一九九七

あかときのひかりのなかに髪を梳く白寿の母の姿しづけし

大阪府　永井千代歌一九九五

船うたも絶えたる茅淳の海中に島生れていま一番機たつ
ち ぬ わた あ

鳥取県　大谷照子木一九八七

幾十年かけて育てし杉の木を伐り給ふなり嫁ぐわがため

香川県　藤堂ハルエ道一九九八

産道を出でしみどり児かき抱き産湯つかはす真夜の勤務に

東京都　森平歌子旅一九八五

秩父より徒歩の旅して横浜に洋灯仕入れし祖父の代思ふ
ラ ン プ

岐阜県　中島力雄緑一九八四

新緑の櫟林の峠越え飛騨四十日の検診はじむ

福井県　安藤敏雄朝一九七四

あたらしき翅光らせて蜂の子は颱風きざす朝を発ち行く

新潟県　堀孝子森一九九一

常臥しのマット干さむと麻痺の児らをアカシヤの森の蔭に遊ばす
とこ

岐阜県　島戸德雄音一九八一

錨巻く音ひびきくる船底に機関始動のベル待つ吾は

福岡県　新藤重夫水一九八六

クレーンより届く飲み水手にしつつ高所作業に汗流す今日も

青森県　福士重治苗一九九六

青紫蘇の匂へる苗を盲ひわが指にて尺を取りながら植う

三重県　三輪タマオ島一九八三

つきかげ

富山県　田中譲車一九八八

船尾より積まるる輸出車つぎつぎに光りて埠頭も海も明るし

静岡県　桑高房治丘一九七九

甘橿の丘になほ立つ人影の見えて明日香のながき黄昏
あまかし

長野県　古川みさを晴一九九〇

永年勤続表彰受けて晴れがましフライパン洗ひて十五年経つ

三重県　中田宣子母一九七八

おもむろに麻酔さめゆくわが耳に産声徹りて母となりたり

静岡県　山田保弘波一九九四

直立の稲穂は風に波うちて冷夏の雨が南から又も

岩手県　千葉英雄空一九九三

人々の顔かがやきて竿灯の撓ふ夜空は火の匂ひする

東京都　渡辺法子橋一九八二

今日も又父の彫りたる獅子麒麟左右に見つつ日本橋渡る

レバノン共和国　渡部毅坂一九七六

テヘランは坂の町なりその坂の並木に沿ひて水ひたはしる

群馬県　佐藤久子祭り一九七五

家毎に橋わたる村夕づきて明日のかぐらの灯籠ともる

佐賀県　中尾裕彰時二〇〇〇

新潟県　外川春夫若一九六一

一団になりて晩稲を刈り急ぐ若きは紅き襷を掛けて

奈良県　吉川安太郎光一九六〇

寄りなれし机のひかりさすりつつ永き勤めに別れきにけり

三重県　西山時雨草原一九六三

夜をこめてすきたる海苔を霜光る草原踏みて干し並べゆく

新潟県　丸山一町二〇〇三

わが街の大河にかかる新しき橋に新しき年の雪降る

愛媛県　岡田まみ火二〇〇八

高窓に赤くつめたき火星きてローマ史最終巻をひもとく

東京都　中島梨那静二〇十四

二人分焼いてしまつた食パンと静かな朝の濃いコロンビア

東京都　保立牧子望二〇二〇

創薬の望みを託す天空の「きぼう」の軌道に国境はなき
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各短歌について何を意図し、何を感じながら短歌を詠ったか。建築の具体的な空間に設計図を起こして行く際の思考の一端を以下に示す。各短歌から、平面図
または断面図にへとノーテーションすることにより、除外される奥行きを、体験を通して保持できるように、また他設計物との関係を意識し再編・調律を行った。
本計画では、親子 3 人家族のための住処を想定している。

わたしたちはまだ知らないねえ　きみの確かな重み　明日の天気 たんぽぽの綿毛をゆすって落とす子と　今は忘れて一緒に落とす 明日の給食やきもちだって　せんせい確かそう言ってたし お母さんって子どもだったのなんか変　え、大人じゃないお父さんだよ 今なんと言ってたかしら七秒間　目を瞑れない明日が来るから

知らない将来への予感。それは私だけのものでなく、
知らない、知り得ないことにまつわる心の動きを。
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家は歌をまとっている。生活は、歌が生まれる舞台。歌で生活は彩られ、
豊かになる。同時に生活の中から歌が育まれる。歌から家を設計し、生活
の輪郭を形作る。歌と生活で、家の輪郭が浮かび上がる。通常の設計プロ
セスに加え、敷地のスケッチをするように敷地から短歌を詠む。敷地周縁
の環境に加え、施主の将来、家での日常、小さな心の機微の生まれる期待、
その敷地で繰り広げられるであろう家と人のドラマを想像し、詠む。

コンセプト①：家と生活の連関にある短歌

1. 選定敷地にて短歌を詠う本計画では 5 首を採用した
2. 詠った短歌をもとに短歌と建築計画を往復しながら
   5 つの住宅機能を持つ小空間の設計を行う
3. 再解釈をもとに 1/50 模型を作成する
4. 周辺模型を作成、また大まかに建物配置を決定し、
   再び敷地の周辺状況を照合し、各空間を環境へ調律する
5. 再度 1/50 模型を作成し最終確認を行う

設計手法：短歌をきっかけに設計する

私はこれまで５年間、建築設計の勉強をする側ら、短歌を詠んできました。
短歌は、五・七・五・七・七の三十一音の言葉のリズムを基準とした短い叙情
詩を指します。短歌の特有の形式を基準とした、自由な言葉の連なり、その厳選
された言葉の響きあいと多様なレトリック、時代性、情緒性、多様な解釈の可能
性は、建築設計のそれとアナロジカルに結びつく観点が多く、建築と短歌の両方
に取り組むことで、双方の表現がより豊かになるのではないかと考えています

敷地に立ち詠ったイマジナリーな短歌をもとに短歌を建築空間へと昇華さ
せたとき、ステレオタイプな建築言語は風に飛ばされ川に流されて見えな
くなっていた。敷地に落ちる希望の言葉はうねり、壁となり、屋根となり、
家を力強く支えるだろう。建築への漠然としたイメージと短歌だけが残さ
れたとき、短歌の意味、住まいのかたちが同時にリズムとして浮かび上が
る。それは家となり、新しい建築の生まれる瞬間となるだろう。

コンセプト②：短歌によって新たな家のリズムを探る

敷地を調査し、図面を描くという通常の設計過程の間に敷地からイメージ
をドライブさせた短歌の解釈を挟むことで、ある種の周辺環境・機能に対
するエラーを含んだ小空間が設計される。これを基に、実際の環境に対し
て再度空間の調律を行うことで、通常の設計プロセスからは生まれ得ない
特異な形態が現れる。これは短歌の持つ解釈の余地を多分に含む言葉その
ものの顕在であり、3 次元の空間に短歌の次元を加味した設計である。

本計画の特徴：設計プロセス

群馬県前橋市、敷地南西は雑木林の先の崖下に利根川
を抱える住宅地の角地を計画敷地とした。敷地南には、
施主の両親宅があり、北・東面は接道している。前橋
市が近年区画整備を進める中で、早急な道路整備を必
要としていない、古く閑静な住宅街の一角。周囲は 2
階～3 階建てのアパートが囲む。

計画敷地：群馬県前橋市　利根川を抱える住宅地
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a-a’ 断面図　S=1/150

各小空間と生活のイメージ
分散配置によって生まれた間も建築・家の一部となる

設計：短歌から建築へ

スタディ過程：
短歌を立面から考えるか、平面から考えるかを見定め、立ち上げていく

1F 平面図　S=1/150 2F 平面図　S=1/150

家は歌の姿たりうるか

スタディ過程：
1/50 模型で配置検討を重ねた。配置の検討の中で
各空間の取り合い、周辺環境との関係を踏まえながら修正を
繰り返した。手前 roomB は、スタディの過程で奥行き 600mm の
出窓を設けた。出窓により、通りから室の奥へ視線が通るようになった。

生活にまつわる環境の変化を子はずっとよく見ている。
それぞれの今を、過ごす日々に、忘れる　が介入する。

日々のエラーと変化を感じ
る時が家には必要だと思う。
エラーは新鮮さ、また知ら
ない日々に向き合うこと。
それは生きることである。

通常では起こり得ない言葉の連なりは、私たちのまだ知らな
い感情を揺り動かす。現実とイメージの認識のズレが光る。

知らないことは少し怖い。日々に慣れてしまうと心
が軋み始める。新しい日々を迎える部屋の存在。

親の家

にわ

にわ

各短歌に対応した空間の平面図・断面図の原案　S=1/150

設計提案 建築と短歌の関係図式

短歌 建築

各媒体表現の拡大

建築空間での体験を記述

経験の言い換えの
不可能性をもとに設計

短歌と建築を往復する
新たな表現のムーブメントの発生

設計提案

建築と短歌を往復するムーブメント　

2022 年　卒業設計　建築を詠む

2023 年　五三会設計競技「家とは何か」
いつもの明日　家は詠う

2024 年　ポラスコンペ「個が際立つシェアのまち」
カーテンは生活を詠う

設計者

言葉の連なりを空間と対峙させ昇華する

住民

短歌 建築

各媒体が生活の中で同時に存在する

生活の動きが他者との関係の中にある
日々の生活の変移の言語化

設計提案後術的に短歌を詠み
カーテンの扱いが言語化される

五三会建築設計競技　テーマ：家とは何か
いつもの明日　家は詠う

(2023)

愛媛県　大堀静星一九六九

大島の古仁屋の空の星見つつ吾が衛兵に立ちし日思ほゆ
こ に や

東京都　木山ミサヲ花一九七〇

きりん草よつばひよどり咲きみちて釧路湿原に鶴なきわたる

愛知県　野々山玉枝春山一九四八

あたらしき光となれる春の山杣のひびきは朝よりやまず
そ ま

愛媛県　松岡多喜男早春一九五六

早春の光みなぎる野にいでて芽ぶきし桑のわら解きはなつ

北海道　佐藤清魚一九六七

氷下魚こまい釣る小屋は灯りて氷鳴る根室の港まだ明けきらず

石川県　清水勝義山一九七二

立山は海の遙かに夕暮れて音ともなはぬ稲妻しげし

ブラジル国サンパウロ州　山本博鳥一九六五

切株にのぼりて夕餉呼ぶ子等の頭上を鳥の啼き渡りゆく

東京都　五島茂朝空　あしたのそら一九五一

あらしだつ空に揺れゐる朝の枝冬きはまりて春ならむとす

アメリカ合衆国カリフォルニア州　井上通政林一九五四

異国ことくにの林かなしも落葉ふめばかすかにきこゆふるさとの音

三重県　森豊藪家一九七一

ふる里の家にめざめてしづかなり四方の桑畑ひとの声して

愛知県　高橋喜美子土一九六二

土つけて運びこまれし原毛をよりわけゐつつ過ぎぬ少女期

和歌山県　知久一若草一九五〇

母子寮の庭の若草萌えそめて春は来にけりその母と子に

アメリカ合衆国ワシントン州　三原源治雲一九五八

八雲立つ出雲を出でて五十年レニアの雲の湧くわれの胸

静岡県　柴山重一船出一九五三

いくさの日宇品港を船出せしむかし思へば夢の如しも

栃木県　堀田慎之川一九六八

伏流の虹川川原に水湧きて流るる音す夕立のあと

和歌山県　野崎義彦あけぼの一九四七

山のはの一つ一つにあたらしきひかり動きて夜はあけむとす

窓一九五九

わが窓の小さき張出しに干す梅が夫とゐる日曜を一日匂ふ

アメリカ合衆国カリフォルニア州　田名ともゑ朝雪　あしたのゆき一九四九

ふるさとの朝つむ雪のすがしさを加州にととせこひてやまずも

岡山県　金谷威税秀声一九六六

吾子の声受話器にはずみ転属は帯広の隊と告げて来にけり
あ こ こ

島根県　石川壽保ともしび一九五七

限りなく麦の青穂のそよぐ径灯に照らしつつペダル踏みゆく

泉一九五五

栗の実の風に落ちくる山奥の径をし行けば湧く泉あり

群馬県　高橋三郎紙一九六四

ひとはみなねむりし夜はを舞台裏にバックつくると紙貼るわれら

新潟県　内山遼太人二〇一六

日焼けした背中の色がさめる頃友達四人の距離変化する

埼玉県　渕野里子草二〇〇一

定年の朝もつとも華やげと草染めのシャツ夫に縫ひをり

徳島県　金川允子月二〇〇七

台風に倒れし稲架を組みなほし稲束を掛く月のあかりに
は さ

山口県　岡本義明葉二〇一一

草の葉の切れ端のこるシャワー室妻は夏日の草を刈りしか

東京都　西出和代野二〇一七

父が十野菜の名前言へるまで医師はカルテを書く手とめたり

鹿児島県　福満薫笑み二〇〇六

おほどかに笑みこぼしゐる田ノ神を水にうつして田植ゑ始まる

岡山県　藤原廣之幸二〇〇四

鳥語木語さきはふ村の朝山に鉈研ぐ杉はいま伸びざかり

福岡県　瀬戸口真澄光二〇十九

ぎりぎりに光落とせる会場にボストン帰りの春信を観る

山梨県　小宮山碧生友二〇二三

友の呼ぶ僕のあだ名は悪くない他のやつには呼ばせないけど

福島県　森源子歩み二〇〇五

立ちもせず歩きもしない吾が足を物の如くに引き寄せるなり

東京都　石井豊彦実二〇二一

今日からは臨床実習の冬の朝少し足早に聖橋渡る

島根県　渡部義英青一九九九

空と海青き彼方は大夕焼四十四年の我が最終航

大阪府　山地あい子岸二〇一二

しほとんぼ追うて岸辺をかける子らつういつういと空はさびしい

窓二〇二二

べランダに鯉幟ゆれる窓を指し君は津波の高さ教へる

東京都　亀岡純一生二〇〇九

「麦の種子蒔き終へたり」と日記書く今日を生きたる今日の一行
た ね ま

アメリカ合衆国カリフォルニア州　小池美代子光二〇一〇

六月の薄れ日光るコロンビア河大洋に入る前のしづけさ

神奈川県　古川文良本二〇十五

雉さんのあたりで遠のく母の声いつも渡れぬ鬼のすむ島

埼玉県　若谷政夫立二〇十三

ほの白く慈姑の花の匂ふ朝明日刈る稻の畦に立ちを
く わ ゐ

東京都　工藤政尚春二〇〇二

噴気たち泥流島をおほふとも海青ければ春の待たるる

神奈川県　三玉一郎語二〇十八

語らひに時々まじる雨の音ランプの宿のランプが消えて

鹿児島県　碕山作一桜一九八〇

盲ひゆくわれの眼にこの春の終りの桜おぼろに白し
まなこ

愛知県　小島貞夫風一九九二

伸びやかにからだ撓はせ少年の放ちし槍は風に乗りた

群馬県　椿巻乃子ども一九七三

氷結の湖が反す逆光に子らみな影となりてすべれる

埼玉県　四元仰海一九七七

帰りこし海辺はさびし暑き日の日差しけむりて火山灰降る

福岡県　大津留敬姿一九九七

あかときのひかりのなかに髪を梳く白寿の母の姿しづけし

大阪府　永井千代歌一九九五

船うたも絶えたる茅淳の海中に島生れていま一番機たつ
ち ぬ わた あ

鳥取県　大谷照子木一九八七

幾十年かけて育てし杉の木を伐り給ふなり嫁ぐわがため

香川県　藤堂ハルエ道一九九八

産道を出でしみどり児かき抱き産湯つかはす真夜の勤務に

東京都　森平歌子旅一九八五

秩父より徒歩の旅して横浜に洋灯仕入れし祖父の代思ふ
ラ ン プ

岐阜県　中島力雄緑一九八四

新緑の櫟林の峠越え飛騨四十日の検診はじむ

福井県　安藤敏雄朝一九七四

あたらしき翅光らせて蜂の子は颱風きざす朝を発ち行く

新潟県　堀孝子森一九九一

常臥しのマット干さむと麻痺の児らをアカシヤの森の蔭に遊ばす
とこ

岐阜県　島戸德雄音一九八一

錨巻く音ひびきくる船底に機関始動のベル待つ吾は

福岡県　新藤重夫水一九八六

クレーンより届く飲み水手にしつつ高所作業に汗流す今日も

青森県　福士重治苗一九九六

青紫蘇の匂へる苗を盲ひわが指にて尺を取りながら植う

三重県　三輪タマオ島一九八三

つきかげ

富山県　田中譲車一九八八

船尾より積まるる輸出車つぎつぎに光りて埠頭も海も明るし

静岡県　桑高房治丘一九七九

甘橿の丘になほ立つ人影の見えて明日香のながき黄昏
あまかし

長野県　古川みさを晴一九九〇

永年勤続表彰受けて晴れがましフライパン洗ひて十五年経つ

三重県　中田宣子母一九七八

おもむろに麻酔さめゆくわが耳に産声徹りて母となりたり

静岡県　山田保弘波一九九四

直立の稲穂は風に波うちて冷夏の雨が南から又も

岩手県　千葉英雄空一九九三

人々の顔かがやきて竿灯の撓ふ夜空は火の匂ひする

東京都　渡辺法子橋一九八二

今日も又父の彫りたる獅子麒麟左右に見つつ日本橋渡る

レバノン共和国　渡部毅坂一九七六

テヘランは坂の町なりその坂の並木に沿ひて水ひたはしる

群馬県　佐藤久子祭り一九七五

家毎に橋わたる村夕づきて明日のかぐらの灯籠ともる

佐賀県　中尾裕彰時二〇〇〇

新潟県　外川春夫若一九六一

一団になりて晩稲を刈り急ぐ若きは紅き襷を掛けて

奈良県　吉川安太郎光一九六〇

寄りなれし机のひかりさすりつつ永き勤めに別れきにけり

三重県　西山時雨草原一九六三

夜をこめてすきたる海苔を霜光る草原踏みて干し並べゆく

新潟県　丸山一町二〇〇三

わが街の大河にかかる新しき橋に新しき年の雪降る

愛媛県　岡田まみ火二〇〇八

高窓に赤くつめたき火星きてローマ史最終巻をひもとく

東京都　中島梨那静二〇十四

二人分焼いてしまつた食パンと静かな朝の濃いコロンビア

東京都　保立牧子望二〇二〇

創薬の望みを託す天空の「きぼう」の軌道に国境はなき
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各短歌について何を意図し、何を感じながら短歌を詠ったか。建築の具体的な空間に設計図を起こして行く際の思考の一端を以下に示す。各短歌から、平面図
または断面図にへとノーテーションすることにより、除外される奥行きを、体験を通して保持できるように、また他設計物との関係を意識し再編・調律を行った。
本計画では、親子 3 人家族のための住処を想定している。

わたしたちはまだ知らないねえ　きみの確かな重み　明日の天気 たんぽぽの綿毛をゆすって落とす子と　今は忘れて一緒に落とす 明日の給食やきもちだって　せんせい確かそう言ってたし お母さんって子どもだったのなんか変　え、大人じゃないお父さんだよ 今なんと言ってたかしら七秒間　目を瞑れない明日が来るから

知らない将来への予感。それは私だけのものでなく、
知らない、知り得ないことにまつわる心の動きを。
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家は歌をまとっている。生活は、歌が生まれる舞台。歌で生活は彩られ、
豊かになる。同時に生活の中から歌が育まれる。歌から家を設計し、生活
の輪郭を形作る。歌と生活で、家の輪郭が浮かび上がる。通常の設計プロ
セスに加え、敷地のスケッチをするように敷地から短歌を詠む。敷地周縁
の環境に加え、施主の将来、家での日常、小さな心の機微の生まれる期待、
その敷地で繰り広げられるであろう家と人のドラマを想像し、詠む。

コンセプト①：家と生活の連関にある短歌

1. 選定敷地にて短歌を詠う本計画では 5 首を採用した
2. 詠った短歌をもとに短歌と建築計画を往復しながら
   5 つの住宅機能を持つ小空間の設計を行う
3. 再解釈をもとに 1/50 模型を作成する
4. 周辺模型を作成、また大まかに建物配置を決定し、
   再び敷地の周辺状況を照合し、各空間を環境へ調律する
5. 再度 1/50 模型を作成し最終確認を行う

設計手法：短歌をきっかけに設計する

私はこれまで５年間、建築設計の勉強をする側ら、短歌を詠んできました。
短歌は、五・七・五・七・七の三十一音の言葉のリズムを基準とした短い叙情
詩を指します。短歌の特有の形式を基準とした、自由な言葉の連なり、その厳選
された言葉の響きあいと多様なレトリック、時代性、情緒性、多様な解釈の可能
性は、建築設計のそれとアナロジカルに結びつく観点が多く、建築と短歌の両方
に取り組むことで、双方の表現がより豊かになるのではないかと考えています

敷地に立ち詠ったイマジナリーな短歌をもとに短歌を建築空間へと昇華さ
せたとき、ステレオタイプな建築言語は風に飛ばされ川に流されて見えな
くなっていた。敷地に落ちる希望の言葉はうねり、壁となり、屋根となり、
家を力強く支えるだろう。建築への漠然としたイメージと短歌だけが残さ
れたとき、短歌の意味、住まいのかたちが同時にリズムとして浮かび上が
る。それは家となり、新しい建築の生まれる瞬間となるだろう。

コンセプト②：短歌によって新たな家のリズムを探る

敷地を調査し、図面を描くという通常の設計過程の間に敷地からイメージ
をドライブさせた短歌の解釈を挟むことで、ある種の周辺環境・機能に対
するエラーを含んだ小空間が設計される。これを基に、実際の環境に対し
て再度空間の調律を行うことで、通常の設計プロセスからは生まれ得ない
特異な形態が現れる。これは短歌の持つ解釈の余地を多分に含む言葉その
ものの顕在であり、3 次元の空間に短歌の次元を加味した設計である。

本計画の特徴：設計プロセス

群馬県前橋市、敷地南西は雑木林の先の崖下に利根川
を抱える住宅地の角地を計画敷地とした。敷地南には、
施主の両親宅があり、北・東面は接道している。前橋
市が近年区画整備を進める中で、早急な道路整備を必
要としていない、古く閑静な住宅街の一角。周囲は 2
階～3 階建てのアパートが囲む。

計画敷地：群馬県前橋市　利根川を抱える住宅地
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a-a’ 断面図　S=1/150

各小空間と生活のイメージ
分散配置によって生まれた間も建築・家の一部となる

設計：短歌から建築へ

スタディ過程：
短歌を立面から考えるか、平面から考えるかを見定め、立ち上げていく

1F 平面図　S=1/150 2F 平面図　S=1/150

家は歌の姿たりうるか

スタディ過程：
1/50 模型で配置検討を重ねた。配置の検討の中で
各空間の取り合い、周辺環境との関係を踏まえながら修正を
繰り返した。手前 roomB は、スタディの過程で奥行き 600mm の
出窓を設けた。出窓により、通りから室の奥へ視線が通るようになった。

生活にまつわる環境の変化を子はずっとよく見ている。
それぞれの今を、過ごす日々に、忘れる　が介入する。

日々のエラーと変化を感じ
る時が家には必要だと思う。
エラーは新鮮さ、また知ら
ない日々に向き合うこと。
それは生きることである。

通常では起こり得ない言葉の連なりは、私たちのまだ知らな
い感情を揺り動かす。現実とイメージの認識のズレが光る。

知らないことは少し怖い。日々に慣れてしまうと心
が軋み始める。新しい日々を迎える部屋の存在。

親の家

にわ

にわ

各短歌に対応した空間の平面図・断面図の原案　S=1/150

短歌 建築

各媒体表現の拡大

建築空間での体験を記述

経験の言い換えの
不可能性をもとに設計

短歌と建築を往復する
新たな表現のムーブメントの発生

設計提案

建築と短歌を往復するムーブメント　

2022 年　卒業設計　建築を詠む

2023 年　五三会設計競技「家とは何か」
いつもの明日　家は詠う

2024 年　ポラスコンペ「個が際立つシェアのまち」
カーテンは生活を詠う

設計者

言葉の連なりを空間と対峙させ昇華する

住民

短歌 建築

各媒体が生活の中で同時に存在する

生活の動きが他者との関係の中にある
日々の生活の変移の言語化

設計提案後術的に短歌を詠み
カーテンの扱いが言語化される

ポラスコンペ　テーマ：個が際立つ新しいシェアの街
カーテンは生活を詠う

(2024)
卒業設計『建築を詠む』では、皇室行事歌会初めにおいて選出
された短歌 73 年分から、一年ずつランダムに短歌を選出し、
それぞれの短歌から着想を得てフォリーとして毎年立ち上げ続
ける計画を皇居外苑を敷地とし提案した。コンセプチュアルな
造形へ落とし込む上での歌の機微が拾いきれなかったこと、短
歌から形に起こすときの翻訳の荒さが目立つ案であった。これ
を踏まえ、家とは歌の重なりであるという仮定のもと、五三会
設計競技『いつもの明日　家は詠う　生活はうたの姿たりうる

か』を提案した。前橋市の市街地を敷地とし、施主家族の将来
像やをや敷地で受け取ったイメージより 5 首の短歌を詠う。そ
れらから分棟形式の住宅を設計した。前回より、短歌とボリュー
ムの関係は分かりやすくなったが、分かりやすすぎることが問
題点になった。また、施主像も設計者側の想像に過ぎず、設計
者内での自己循環の中で短歌が利用される構図を自ら作ってし
まった。これを踏まえ、ポラスコンペ『カーテンは生活を詠う』
を提案。誰が隣に住んでいるか分からない集合住宅の現状に対

して、カーテンのレイヤーから透けて見える隣人像の重なりか
ら、抒情が生まれると仮定し、計画した。しかし、連綿と続く
生活の中で、設計者が住まう人を想像し、計画するという過程
において、住まう人のこれまでの生活像・人間像を汲み取るこ
とはできていなかった。これらの設計提案を踏まえて、修士計
画を練り直した。それぞれの計画の後から名付けを行い、改め
て俯瞰した上で建築と短歌の健全な関係を模索を行った。



  建築と短歌　両者を同じ地平に浮かべて
   修士設計　設計方法

修士設計　イエとうたのねじれ
(2025)

これまでの設計提案、既往研究を踏まえて、短歌と建築は設計者と施主を繋ぐ柔な、しかし確かな足取りを繋ぐ
橋として捉えて、橋を渡り互いを往復しながら両者の相互理解を進めた。ぼんやりと計画を立ち上げていくプロ
セスにこそ、この営みの醍醐味があると仮定し、媒体を相互に行き来しながら、これまでの通常の住宅設計とは
異なる言語のやりとりを経て行く本提案の考案に行き着いた。これまでで最もシンプルな施主と設計者、短歌と
建築の関係に落ち着いた。計画の途中で、改めて短歌に立ち返ってみる。計画を短歌から派生してずるずる広げ
てみる。この往復の中で、計画自体の確からしさの感触を得ながら、イメージを育んでいく。またこれまでの計
画の反省として、短歌から建築への形のジャンプが激しいことが問題として挙げられた。今回は、短歌の世界を
描写した絵と、施主と設計者の間をぼんやりと埋めるような絵のプロセスを残した。絵もその世界を独立して持っ
ており、互いの未知な全体像の理解の足がけになる。修士設計では各施主に向けて４つの住宅を設計提案する。

施主：金山杏奈　金山慎太郎
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妄想の日々続くなりおのづから身を灼くまでの一語またねば
世界の描写Ⅰ　アクリル、炭　694×538mm

横須賀生まれの昭和の歌人・島田修二の故郷に、島田
が新聞社を五〇歳で、退職後亡くなるまで過ごす終の
住処を設計した。施主は既にこの世を去っており、本
計画は、あり得たかもしれない可能性の提示となる。
既に亡くなっている歌人を施主に設定している。作歌
に集中するために、歌人として生きていくことを苦悩
の上決断し、５０歳している。退社を意識し出した頃
に詠った短歌を筆者が３首選出し、退社後の、あり得
たかもしれない島田の一人暮らしの住まいを提案する。

計画
最後にディティールの話に落ち着くとは理解し
つつ、建築の構成の段階でどこまで短歌のニュ
アンスと一致させられるか考えた。短歌の中で
現実に可視化できるもの（蜥蜴・俯瞰する家）・
できないもの（一語・生の煌めき）を改めて確
認し、現実に見えないものの力強さ・果てしな
さを体感できる場が必要だった。半地下から地
下へ。現実とのずれを G L との差で計画した。

北から見る　書斎の窓は GL に続く 傾けば瞳に映る天井の生まれてはじめて見るような色
世界の描写Ⅱ　アクリル、スプレー、灰　1000×803mm

撮影者：加藤甫

実際に歌人として作家活動を続ける方。生業としてダ
ンスも行っているため、住居とダンススタジオを兼ね
た提案を行う。先日まで、AIR の取り組みとして、世
田谷美術館で滞在制作をしており、日々建築空間とか
らだで対峙する中で「日常とアート」が混ざり合う空
間を探究している。自身の歌を元にしたダンス作品も
拝見した上で、身体と歌の響きを掬い上げながら、都
市の中での新しい建築のあり方を提案する。

計画
社会の枠組みや世間の眼差しが厳しくなればな
るほど、その反動かもしれないが、網目を掻い
潜り、世界の美しさが涌田さんの歌からは滲み
出てきてしまう。歌をもとに都市の中で住まう
ことを計画した。既存の倉庫群の上に縁は切れ
ているが影響を受けている形でボリュームを計
画してる。床は屋根勾配を拾い、特異な床で、
または街に出て、踊り歌える将来を想像した。

これまでのスケッチ　一部抜粋これまでのスケッチ　一部抜粋

光
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隅田川から見る　既存倉庫・工場の屋根の勾配を拾った床が広がる



施主：金山杏奈　金山慎太郎

　
　

20250119 月夜野のアトリエについて　家村しずか

とぼけてさわからないフリ続けるの 答 え が 出 た ら 終 わ っ ちゃ う で し ょ

結論の出ない物事の豊かさについて謳う。振り返れば、そもそも物事に結論など
付けられるほど人間は強くなく、物事は理解を超えて複雑に存在する。語尾のお
茶目さか、はたまた諦観かのぼやきは自分に言い聞かせるようにも聞こえてく
る。彼女にそう言わしめるのは一体何か。問いを抱え続けるのは、辛抱強さとそ
の営み自体への探究心が不可欠であり、その力強さに可愛げがオブラートで掛か
る。最早そんなことを物ともしないのかもしれない。どちらにしても強かな一首
だ。満たされない心の乾きを彼女は悩みにぶつかる事で解消し同時に心の充足を
得ているのかもしれない。「終わっちゃうでしょ」の足取りの軽さとカタカナの
「フリ」のチャーミングさが少女の心を想起させた。あるいは吐き出すように。
語りかけてくるように。私は振り向きざまに奇襲を受けた感覚に襲われた。

手 紙 を し た た め る 　 某 日 、 鷹 の 飛 ぶ ま ま に 線 を 描 く

爽やかな自由律、予後が明確に語られる、爽やかに消える。
飛び立っていく未来を軽やかに筆は追いかける。彼女は羽は
生えていないけど、飛ぶ術は会得済みなようだ。綺麗すぎる
終わりな気もする。意識させすぎてしまったかもしれない。
針葉樹の間を抜けて空を翻す鷹に私はなりたいと思う。これ
までのやりとりを踏まえて彼女常にここではないどこかへの
情念を詠っていた。それは短歌の交換相手の私でもあり、私
たちの知らない世界への切望でもあったかもしれない。短歌
や手紙における交換とは、単なる等価交換ではない。同じ価
値のものを交換するのではなく、自分の心を掬い取り明け渡
し、相手の返事で心を震わせることである。湖の水はなくな
らず、心のありかを確かめるように震える。

白い朝浮べる花韮陰と陰雲居のおも ひ で は ら り は ら り

作中主体の視線は地面から揺らいで空を漂う。冷たい朝の登
場人物たちが全員佇んでいる。冬のワンシーンか。春を待っ
ている根強い花韮、誰かの死が想起される清廉さがある。色
素の薄い世界の中でのしんとした暗さがある。静かな白。静

間感覚。この短歌にはたっぷりとした瞬間の連続による時間
の厚みがある。登場人物たちがぽつんとただいる中で、連続
している瞬間へ丁寧にそれぞれフォーカスしたいのかもしれ
ない。ある種の理想のような。静かに瞬くわずかな雪の一片
のような。忘れたくないのに形は消えていってしまうような。
その後のぼんやりとした心を忘れないように、ただあるもの
を描写するような歌かもしれない。しかし、忘れることもま
た一つの美しさがある。ホワイトアウトした世界に大事にし
たいものだけそばにいて、そこにただ立ち尽くすような感覚。

朝露に溶けた昨日の意味を知る照る 月 並 み の 影 と 思 え ば

これまでのやりとりを踏まえて、月が他の家より近くにあるとい
いと思った。月は世界の確かさと自分の小ささを教えてくれる。
きっと月がよく見える、そこで時間を過ごす、仕事に取り掛かる
昨日の翳り。既往の翳りは雪が覆って。月夜野の地名も踏まえて。
この句は明確に３首目に返答したい。宮沢が大事にしたいものを
大事にちゃんとできる環境を整えたい。日々のやるせなさを肯定
し、何か利害の手前になる心の触感を日々確かめられると良い。
水のおもに照る月なみをかぞふれば今宵ぞ秋のも中なりける
（拾遺 171）源順（みなもとのしたごう ) 本歌取り

焼き付けてもゆ足はまだ透けている 山 山 山 星 雨 庭 椿

短歌を受け取って、今回は明確な意図なく重ねることで遠
くに飛ばしたい　散らばらせていくこと　軽やかで存在が
淡いけど確かな　寂しさと強かさ　より軽やかに　真面目
で　芽生えた心を育てたい　逃さないように　ともに
遠くへの射程を魅せたい　距離など関係ないように
ただ徐々に身体につながっていくように　遠くから
焦がれる辛さ切なさ確かさを忘れないように
奇襲を受けて、それでも立っていたい　お互い立ってられ
るように　同志として　分からないけど、分かりたい
もゆ　萌ゆる　燃ゆ　もゆ　重ねたい
足音　せまる　静かに　けれど確かに
つまり迫っている　進んでいる　緊迫感　確かな足取り　

やりとりを踏まえて
（奇数短歌：宮沢　偶数短歌：家村）

自分たち自身から徐々に景色や生き物、遠
い世界へと視座を飛ばしていけた感覚があ
る。彼女はより、動きのある世界を自分は
じっと見つめるという構図で世界を捉えて
いるようだった。彼女にはきっと明確な定
点が必要なのかもれない。世界を捉えるた
めの定点。基準線のような。彼女の住む家
には特別な地面が必要そうだ。彼女はいつ
も地面の上に確かに立っている作中主体を
無意識か分からないが念頭においている。
そこから脱する術も同時に考えたい。彼女
の遊び心を殺したくない。建物は少し孤独
か欠陥があるといい。満たされすぎている
と、心も慣れて凝り固まるものである。彼
女の過激さをより研いでいく必要もある。
軽やかさからくる過激さ、何も知らない子
どもが真っ直ぐな瞳を手放さずに生きてい
けるような場所が、これからの彼女にも必
要だと思う。自分の周りの環境から彼女は
作られていくのかもしれない。建築を考え
ることはこれからの彼女を形作ることにな
るのだろう。

　目指すべき論理・ゴールへの手段として
の建築ではなく、ただその人を形作る建築、
を考える必要がありそうだ。これまでを踏
まえて、改めて建築は人に対しての土台で
あるという結論が一つ導けそうな予感がす
る。施主の足元を形成する。それはその後
に積み重なるものの起点であり、その人の
ゴールへのベクトルを明確に規定するもの
であろう。開かれた無限の可能性から一気
に照準を定める建築設計の行為はとても恐
ろしいことのように思えた。同時にとても
ありがたくも思う。

　建築設計シーンにおいての本設計の位置
付けを考える。短歌は施主・設計者の相互
理解以上にどういう意味を持っているのか。
施主の理解・肯定であり、同時に建築的に
は観念的に設計することではなく、個人の
実感や人間の可能性そのものを前提として
設計することで、建築設計を文字通り通じ
て人間をより確かに捉えることが叶えられ
るような気がする。人間の可能性を狭めな
いための建築、人間を揺さぶり続ける建築
とも言えるかもしれない。ここにわざわざ
規定するような造形ルールは不必要だろう。
強いていうなら、その建築にいる上での、
身体の動き・心の動きには注意を払いたい。
どう揺らぎ、どう動くのか、より人間を確
かにドラマティックにさせる建築のあり方
を模索したい。また同時に施主以外の世界
に対しても同時に存在する建築として他者
に現行の常識を疑い、ありえるかもしれな
い可能性を提示できる建築を目指したい。

施主に送った短歌についての考えの一端

同級生・宮沢麻莉奈さんの処女作となる一首から計
画はスタートした。計画を練りながら方針を変え、
私も返歌を送ることにした。結果 5 首の短歌が揃っ
た。このやりとりをする中で、自身の短歌も含めた
上で、都度都度スケッチと計画を記録し、計画を練
り直しながら、提案するアトリエ兼住まいの確らし
さを掴もうと試みた。

計画
同級生でよく知った仲ではあるが、歌を通じて彼女
の素性のような素養を垣間見た。生活と仕事が密接
しないように行動を挟んだ南北の敷地にそれぞれ、
住居とアトリエを計画した。住宅は鉄骨屋根を RC
壁柱飲みで支え、南面には足元にスリット窓を設け
た。アトリエは外部の地面がずるずると室内に繋が
るように GL を調整し、塀で囲んだ。領域化された
中での腑抜けた庭が彼女には必要と判断した。

計画
金山杏奈さんは、筆者の同級生づてに紹介いただいたエッセイスト・シルバー
アクセサリー作家である。また、設計段階の時期に、金山さんがご結婚された
と聞き、住宅を兼た計画へと急遽変更しようと決めた。
来年度から実際に前橋市立川町通りの角地にて、物件も押さえてある状態で、
物古本屋・ジュエリーショップ・制作アトリエ・学び場の複合機能をもった施
設を運営していくことが決定しており、設計要件も詳細に決まっている。金山
さんのパートナーとお二人で運営されていくとのことで、必要諸室に加え二人
の暮らす空間と共に新築前提で提案を行う。

これまでのスケッチ　一部抜粋

とぼけてさわからないフリ続けるの答えが出たら終わっちゃうでしょ
世界の描写Ⅲ　アクリル、鉛筆　180×140mm

宮沢へ送った短歌の所感　手紙

住居

アトリエ

住居アトリエ

断面図　S=1:200
平面図　S=1:200

これまでのスケッチ　一部抜粋

敷地南にはアーケードが接続する。１階古本屋が外に続いていく。

１階入り口から見る。床は短手に渡し、高さをばらつかせる。個室自習スペースまで覗ける。


